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1 土づくりの励行 1 土づくりの励行
●良質たい肥を施用している。 ●イネ科牧草で草生栽培をし、刈草を敷草としている。
●緑肥作物を栽培・施用している。 ●良質たい肥を施用している。
●生わらを、秋に土壌改良資材とともにすき込みをしている。 ○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2 適切で効果的・効率的な施肥 2 適切で効果的・効率的な施肥
◎福島県施肥基準や土壌診断結果等に基づき肥料を施用している。 ◎福島県施肥基準や土壌診断結果等に基づき肥料を施用している。
○水田代かき後３日以上の止水と、ゆっくりとした落水を行っている。 ●肥効調節型肥料を施用している。
●肥効調節型肥料を施用している。 ●有機質肥料を施用している。
●局所施肥を行っている。 ○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
●有機質肥料を施用している。
○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 3 効果的・効率的で適正な防除

3 効果的・効率的で適正な防除 ◎法律に基づく農薬の使用・保管を行っている。
◎法律に基づく農薬の使用・保管を行っている。 ◎発生予察情報を活用し適正な時期に防除している。
◎発生予察情報を活用し適正な時期に防除している。 ○輪作、抵抗性品種の導入や土着天敵等を利用している。

○飛散しにくい散布方法や、周辺の生物に影響の小さい農薬等を使用している。
○飛散しにくい散布方法や、周辺の生物に影響の小さい農薬等を使用している。 ●生物農薬を使用している。
●除草用動物や除草用機械を利用している。 ●フェロモン剤を使用している。
●マルチ栽培を行っている。 ●黄色蛍光灯を使用している。
●温湯種子消毒を行っている（水稲、麦類）。 ●多目的防災網または雨よけ被覆栽培を行っている。
○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ●抵抗性品種・台木を利用している。

○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1 土づくりの励行 4 廃棄物の適正な処理利用
●良質たい肥を施用している。 ◎使用済プラスチック等廃棄物の適正な処理を行っている。（ＪＡ等関係機関への収集等）
●緑肥作物を栽培・施用している。 ○稲わら等作物残さ等のたい肥化、飼料、敷料等への利用を行っている。
●生わらを、秋に土壌改良資材とともにすき込み、たい肥化している。 ○資材を長期間使用している。
○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2 適切で効果的・効率的な施肥 5 エネルギーの節減
◎福島県施肥基準や土壌診断結果等に基づき肥料を施用している。 ○機械の適切な点検整備と施設の破損箇所の補修等を行っている。
●肥効調節型肥料を施用している。 ○必要以上の加温、保温又は乾燥を行わない等適切な温度管理を行っている。
●局所施肥を行っている。 ○集落での機械の共同利用を行っている。
●有機質肥料を施用している。 ○効率的な機械の運転を行っている。
○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3 効果的・効率的で適正な防除 6 新たな知見・情報の収集
◎法律に基づく農薬の使用・保管を行っている。 ○情報誌、パンフレット、チラシ等の情報収集を行っている。
◎発生予察情報を活用し適正な時期に防除している。 ○講演会、研修会等へ参加している。

○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
○飛散しにくい散布方法や、周辺の生物に影響の小さい農薬等を使用している。 7 生産情報の保存
●生物農薬を使用している。 ◎施肥・防除の実施状況等について記録し保存している。
●フェロモン剤を使用している。 ○ＪＡ等が奨励している記帳様式に沿った記録を作成・保存している。
●防虫ネット、マルチ等で被覆している。 ○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
●太陽熱・蒸気・熱水を利用し土壌消毒を行っている。 8 安全な農産物への配慮
●抵抗性品種・台木を利用する。 ○ほ場、作業場等の清浄維持に努めている。
●UVカットフィルム、シルバーポリマルチ等を利用する。 ○作物の生産段階における管理手順の点検を行っている。
●ビニール等による被覆栽培を行っている。 ○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
○その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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〔具体的な取組例（作物の生産版）〕

取組例と同程度の効果のある取組を行い、その項目が実行できていると判断する場合には、その他（　　　）内に取組の内容を記入してください。

各項目のうち◎の付いた取組みは必須事項です。

○輪作、抵抗性品種の導入や土着天敵等を利用している。

○輪作、抵抗性品種の導入や土着天敵等を利用している。

各項目のうち●＿の取組みはエコファーマーに認定されるための技術要件に該当するものです。
各作物(Ⅰ～Ⅲ)において、1～3の各項目ごとにある取組みを１つ以上実施することで、エコファーマーの認定を申請することができます。ぜひ、チャレンジしてください。
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